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暴走する夢洲ＩＲと鉄道新設構想

１．大阪府・市のＩＲ立地準備会は、第１回会議の平成２５年１２月２４日以来、立地に向けてシンポ開催やアンケート調査をしてきた。そして、平成２６年４月２２日の第２回会議に続き、９月１８日に第３回会議が開かれた。
府から松井知事、大江文化部長、市から橋下市長、井上経済戦略局長、川田都市計画局長の５名が出席し、ＩＲにかかる今後の取組みについて、夢洲への鉄道アクセスの技術的検討に入った。府・市共にあいかわらずトップダウンの準備構想である。
記者会見では、３路線（北ルートのＪＲ桜島線延伸案、中之島新線延伸案、南ルートの中央線延伸案）のルート図と距離、整備コスト、工期、アクセス等について一覧化し評価した資料が提供され、メディアでも報じられた。
○ＪＲ桜島線延伸案　：　６ｋｍ、１７００億円、工期９～１１年
○中之島線延伸案　　：１１ｋｍ、３５００億円、工期１０～１１年
○地下鉄中央線延伸案（北港テクノポート線）：　３ｋｍ、　５４０億円、工期６～７年
中央線案が安くて早いが乗換が多くなるという欠点があり、桜島線、中之島線案は、観光地への利便はよいが用地取得等から工期も遅れる怖れがあるという。
２．これは橋下・松井の暴走である。
　　まず、①ＩＲについてコンセンサスは全くない、②カジノに伴う弊害マイナス面は未検討であり、③誰がそのコストを負担するかの下案さえない。全てカジノＩＲありきの構想で、かつての夢洲五輪誘致案の足下にも及ばない構想案である。
　　北港テクノポート線等にはカジノ進出業者にもコスト負担を考えてもらうとも言うが、カジノが廃業でもすれば廃線するしかないような５００億円以上の鉄道路線など前代未聞だ。
　　そもそもＵＳＪと異なり、電車に乗ってくる大衆を客にしなければならないようなカジノでは、動物園前のフェスティバルゲート跡地に準備中の大型パチスロ店と同じである。ラスベガス、マカオらのカジノ資本は、そんなパチスロ客層を相手にしたがらない。大金を落としてくれる日本の高齢者や富裕層らが持つ１５００兆円を超える預貯金が狙いなのである。
　　大阪を東洋のラスベガス、北のマカオにしたいのは、カジノ資本と「維新」首長の松井・橋下だけであり、府民・市民にとって迷惑この上ない。
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【裁判情報】大阪地裁　平成２６年（ワ）第６６８３号事　宝くじ販売差止請求事件
　　　　 次回期日：平成２６年１１月１９日（水）午後１時１５分　　８０８号法廷（傍聴可）
病的依存症をめぐる用語と現状
１．アルコール依存に由来して依存症の言葉が生まれた。「やめたくてもやめられない」「わかってはいてもやめられない」薬物や酒、タバコへの依存（dependence）は「物質依存」で、その飲用・服用が病的（pathological）となっていることをいう。
　　これに対し、「嗜癖」という言葉も使われる。英語ではアディクション（addiction）だ。物質依存は化学的依存（chemical dependence）ともいえるが、非化学的（非物質的）依存もある。これが病的なギャンブリング（pathological Gambling）などで依存症が言われるようになった。
　　病的なギャンブリングは、行為の嗜癖（behavioral addiction）の代表としてギャンブル依存症という言葉が定着した。
２．物質依存に対し、行為依存やシステム依存というとらえ方もされる。
　　ギャンブル依存だけでなくインターネット依存、スマートフォン（スマホ）依存、買い物依存、ポルノ・アダルトビデオ依存、さらに万引き、盗撮、下着泥棒といった犯罪癖も行為依存といえる。ストーカーや痴漢までをシステム依存ないし行為依存とするとらえ方には疑問もあろうが、本人の理性でも行動をコントロールできない点では共通している。
３．依存症（病的な嗜癖）で最も多いのは、まず数千万人に及ぶタバコ、酒である。そしてギャンブルをする日本人も数千万人がいる。パチンコ、宝くじ、公営競技等のうち病的ギャンブラーは500万人以上はいよう（厚労省調査統計データも近似）。
次に薬物（違法薬物、麻薬、覚せい剤、ＭＤＭＡ、脱法ハーブ、医薬品（睡眠薬など））で病的な依存者は実に多い。病気の治療のために医薬品を常用する者は、国民の10％ではすまないだろう。だが、病気治療のために使う医薬品への依存は、原則としてここでは依存症とはいえない。服用してはいけない薬物に限られるものが「病的依存」となる。1回でも違法薬物を経験した者は200万人以上いるといわれるが、この狭義の依存者となると50万人余だろう。（薬物犯罪者統計は、検挙数でいうと年数万人となる。）
４．今日本で一番多い依存症は何かというと、スマホ依存症である。今や国民の数より多いケイタイ、スマホは、日本だけでなく米国、韓国、中国など世界中に拡がっている。使ってはいけない時（Ｔ）、場所（Ｐ）、機会（Ｏ）でもケイタイ、スマホを使う人は多い。禁止された車中や、運転中にケイタイを使用する者は、今や国民の半数に達すると思われる。「やめたくてもやめられない」より「わかっていてもやめられない」依存症といえよう。
　　このケイタイ、スマホ、インターネットにかかわる依存症を「スマホ依存症」とよぶ。その中には「携帯離脱恐怖症」「着信音不安神経症」もあるが、スマホ利用者のほとんどは自覚がなく、その分、依存離脱も困難である。スマホは、ゲーム機能その他多機能であり、日夜ゲーム依存症となっている大人や子どもは非常に多い。所有者の4人に1人に問題があるという。
　　スマホは便利のよいツールだが、実は脳がそれに依存することにより、記憶力、認知力が落ちたり、人を無精にし、思考力、想像力を損なう。「移り気」「集中力低下」といった点で有害作用がある。スマホ利用者が実はフェイスブックやツイッターなどのＳＮＳ（ｿｰｼｬﾙﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ）に夢中となり依存する「ＳＮＳ中毒」がある。これには脳坐核が働き、ドラッグやアルコールと似たところがあるという。またスマホの夜9時以降の利用は、睡眠に悪影響を与えるし、翌日の疲労、業務能力低下が認められている。
　　スマホは、ＬＩＮＥ（ライン）などネットサービスで人を「情報のとりこ」にする。そしてそのメディアに支配される。
「依存症」か「障害」か？
　2014年5月28日、日本精神神経学会は2013年米国策定の精神疾患の新診断基準「ＤＳＭ－５」で示された病名の日本語訳を公表した。子どもに対してや不安の疾患では「障害」を「症」にするなどとした。差別意識への配慮という。逆にギャンブル依存症はギャンブル障害と呼ぶなど「症」を「障害」に変えるものもある。
　子どもの病では、英文のdisorderを障害と訳していると、disabilityの障害（碍）と混同されるので、disorderを「症」にしようという案だが、結局は完全に統一されず、精神・神経の病であっても「症」「症群」「障害」「障害群」らの用語併用も可となって、現状はわかりにくい使い分けとなっている。
　物質・薬品の関連症は、多くは○○関連障害となる。アルコールはアルコール関連障害群で、その中にアルコール使用障害、アルコール中毒、アルコール離脱といった言葉が使われる。大麻、コカイン、モルヒネ、ＭＤＭＡなど麻薬類、幻覚薬、吸入剤、オピオイド、鎮静・鎮痛剤、精神刺激薬など向精神薬も同様である。
　他の「依存症」については、今後の研究のための病態とされ、カフェイン使用障害、インターネットゲーム障害、出生前のアルコール曝露に関連する神経行動障害が示されるも、詳しい解説はない。
　なお、認知病については認知障害が併用されるようだ。犯罪として評価もされがちな窃視障害、露出障害、窃触障害、性的サド・マゾ、小児性愛を含むパラフィリア障害群は「病」「症」の病名は付けず、disordersのままである。（ここには純医学より個の責を問う社会的規範として残したい意図がみえる。）
　なお、厚労省のホームページには「薬物乱用防止に関する情報」というコーナーがあり、これに薬物規制の法律等一覧があるので参考に供しておく。詳しくはＨＰ等からご確認いただきたい。
（Ｙ）

・麻薬の指定状況(平成26年7月2日現在) 
・麻薬及び向精神薬取締法（第２条関係　74物質）
・麻薬、麻薬原料植物、向精神薬及び麻薬向精神薬原料を指定する政令（第１条関係　96物質）
・麻薬3条約(平成22年6月9日現在)
・薬物関連の通知集（麻薬向精神薬原料を含む）（平成26年8月15日現在）
・無水酢酸の疑わしい取引の届出に係る留意点について(平成21年11月17日事務連絡)
・麻薬向精神薬原料の疑わしい取引にかかる注意喚起パンフレット(平成22年1月現在)
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　賭博ものしりシリーズ・５　
○　鼠小僧　次郎吉　○
　江戸時代末に実在した博徒次郎吉は、天保3年8月19日36歳で処刑された。賭場で子分が金を無心すると「サアー持ってけ」と後手にして借り手の顔を見ないようにした次郎吉に、他の子分が「親分、どうして後ろからやるのか」と尋ねると「顔をみなくて済む」と言ったという。
コラム　　　　　　　　儚い夢…　宝くじの確率

　ジャンボ宝くじ1等2～3億円は、1000万本に1本しかない。つまり1000万分の1の確率。前後賞でも500万分の1の確率である。
では、その確率というのは人生にとってどんな数字になるのか調べてみた。
少し古いが1997年に結婚した人は77万5662組、離婚した人は22万2650組で、単純比較すると4組に1組は離婚しているともいえる。また、日本全国には中小を含め約300万の会社があり、社長がそれだけ居る。1人が10年間社長を務めるとすると、労働人口7000万人としてそのうち30万人が社長で233分の1の確率となる。なお、日本は300万人近い失業者も居て、社長の数と変わらない。そのリストラやクビになった人は、1998年1～3月に17万人、1年で68万人となる。稼動人口7000万人中の68万人、確率は103分の1である。つまり、社長になるよりリストラ・クビになる人の方が多いのである。
1等6000万円の宝くじは、1ユニットに1等が10本で1000万本に1本の確率。年4回100枚ずつ（つまり年間12万円分）買ったとして、2500年間買い続けなければならない。同様に、100万円が100本当たるという宝くじを年間400枚買っても、今後250年かかる。
宝くじ100万円以上の当選者は年に4万人おり、1日あたり111人で13分に1人だと宣伝される（但し、これは年間で1兆円近い売上があった前提）。しかし、この例えでいうと実は年20万組以上つまり2.6分に1組発生する離婚よりも低い。
さらに「怖い数字」がある。飛行機事故で死ぬ確率と小惑星が地球に衝突して人が死ぬ確率は200万分の1という。また、飛行機の場合、飛行距離が650ｋｍと仮定した場合は100万分の1とさらに高くなる。
10億人の人が全て毎日1時間移動したとして、その手段が自動車の場合は年に1200人の死亡する計算という。飛行機移動は1450人死亡、階段を上る歩行者でも550人死亡という。
タバコを原因とする死亡は年2600人、水泳死亡は3650人、登山死亡は4万人という計算もある。日本の交通事故死は全体で1万分の1の確率であるといわれる。
アメリカの学者は、直径1.5ｋｍの天体が地球に衝突した場合、15億人が死ぬとした。この頻度は仮に50万年に一度として計算すると、結果は前出の飛行機事故死亡率と同じだったという。
国交省が首都圏（4000万人）で大地震が起きれば、15万人の死者が出るといったことがある。この確率は266分の1である。但し、こんな地震は千年に1回とすると、26万6000分の1となる。
こうして宝くじを考えると、1000万分の1や100万分の1の当せん確率は如何に低く、「夢を買う」ことが如何に「儚い」かがわかる。ナンバーズは当せん確率が高いというが、100万円は25万分の1である。
なお、逆転サヨナラ満塁ホームランを狙える打席が廻ってくる確率は1440分の1の確率。1年130試合フル出場しても11年に1回しか廻ってこない。各4打席130試合で50本打てる王選手並みでもホームランの打率は1割以下だから、逆転サヨナラ満塁ホームランを打てる確率は1万5000分の1である。
日本の宝くじは、如何に「儚い夢」をさも当たると購入者を欺して売っているのかが判る。


コラム　　　　　　　　　　そもそもギャンブル？
　ＮＨＫＢＳプレミアムで2014年9月27日午後9時から放送された「関口宏の“そもそも”」という2時間番組で、「ギャンブルってなんだ！？」と題してギャンブルが取り上げられた。
　番組冒頭では「不確定な事実について財物をかけることがギャンブル」としていた。
興味中心の視点で映像化し、視聴者を飽きさせないようなつくりであった。競馬から宝くじまで広く紹介し、ラスベガスやシンガポールのカジノ風景、ルーレットやバカラなどのゲームルールをディーラーを登場させて解説していた。また、欧州の投機についてやゲームに興じた山本五十六、そして大王製紙の井川氏事件もイメージ映像化してギャンブル依存症にもかなり時間をとって紹介していた。
　出演して話し合う6人のうち、司会の関口と案内役の壇蜜を除いた4人は全てギャンブル愛好者（漫画家、落語家（桂ざこば）、学者等）であったが、ＮＨＫらしく一応節度ある発言をさせていた。
　ただ、イギリスを何にでも自由に賭けられるギャンブル自由国（但し、政府公認の特定業者に限定）との無批判な紹介や、ギャンブルと株式会社、保険システムを同視していたのは誤りである。イギリス以外の欧州におけるギャンブル規制も紹介すべきだった。
　この番組は、ギャンブルを予想し支配したいという人間の欲望に基づくものだともまとめた。
今日社会的に問題となっているギャンブルは、対等当事者の遊び範囲のものではない。賭博は常習化することで反社会性が著しくなる。公営ギャンブルもパチスロも結局は、賭博開帳行為を主催し協力する関係者のみが確実に儲けるものだ。
常習賭博、賭博開帳、富くじ発売を昔から重く罰するのは、犯罪の巣となるからだった。
　この番組の最大の欠点は、人の賭け心を利用して金を賭けさせ、その賭博開帳者や富くじ発売者が庶民から富を収奪するというギャンブル資本主義企業の問題点を指摘していないことだ。　　　　
（Ｉ）


コラム　　　　　　　　　　カジノと周辺ビジネス
　資本主義の下、金儲けが営業・商売の目的となる。カジノは「ボロ儲け」の対象となるから多大な投資と準備をしてでも参入競争する。そしてこの商売には必ず案内ガイド、企画仲介など周辺のビジネスを伴う。
まず、ＩＲやカジノ進出への企画コンサルタント業、それに連なる「研究者」「学者」である。企画・宣伝の本格派は日本でいえば博報堂や電通等だ。ＩＲ建設ともなれば、用地取得（交通施設を含む）、ホテルやＭＩＣＥ等施設の設計･監理･建設、設備機械、資金、銀行、保険から行政・政治折衝までが必要となる。そして周辺産業との協力も欠かせない。それらに数千億円、数兆円の金が動く。
そこで、カジノＩＲ進出の有効有利性や展望を語るコンサル御用学者や、企業誌、その国の制度に明るく手続や法的処理も行う弁護士らが動く。すなわち、ＩＲカジノによって事前段階から一大ビジネスが生まれるのである。建設を終えても、観光・遊び客の誘致、ジャンケットなどカジノの客引き、保安業務、労務管理、医師を含む維持が必要となる。
そして今、東京お台場案では、ＩＲカジノ、ホテル、ＭＩＣＥ、リゾート施設への進出資本はラスベガス、マカオ、シングなポールからの外国企業や、日本のパチスロ業、ゲーム産業、ホテル企業などの名前が出ている。用地では三井不動産、建設では鹿島、企画は電通、メディアのフジ等の企業が動いている。
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ギャンブルＮＥＷＳピックｕｐ　 　（2014.8.26～10.17）

2014. 8.26　　当会　　ロト６攻略本の広告･販売につき東邦出版に、その不当広告につき毎日紙に対し各是正申し入れ（後記事務局だより参照）
8.31　　日経　 「五輪の品格」はどこに　なぜ巨大施設やカジノが
　 　　 9. 3　　福井　 ギャンブル依存症　家族の苦しみ、借金肩代り…
　　 　　　　　 産経　 首相　太田国交相に「カジノ担当」指示
　　　 　　　　 TV朝日 　米アトランティック（ニュージャージー）カジノ倒産続く
　　　　　　　　当会　　不当表示広告につき公取委に措置請求
　　　　9. 4　　東洋経済 　カジノは外資に依存せず日本企業で取り組むべき
　　　　9. 5　　日経　　ギャンブル依存から守れ　企業も
　　　　　　　　　　　　京急、カジノに賭ける成長戦略
　　　　9.6～7　第21回全国市民ｵﾝﾌﾞｽﾞﾏﾝ大会in岩手　カジノ反対決議、ギャンブル問題分科会
　　　　9. 8　　毎日　　ギャンブル依存症　自力脱却は困難　カジノ熱冷める自治体も
　　　　9. 9　　赤旗　　第2次安倍内閣　カジノ議連ずらり
　　　　9.13　　日弁連　　カジノシンポ（鳥畑講演）
　　　　9.14　　赤旗･毎日　　秋田、カジノおことわりシンポ
9.16　　大阪ネットワーク　カジノ反対ポスター1000枚、チラシ1万枚配布
　　　　9.17　　みずほ総研　　東京カジノ3.7兆円の経済効果（ＩＲのレポート　Ｈ14.7.4～）
9.18　　各紙　　大阪府･市首長、ＩＲ準備会議で夢洲ＩＲへ鉄道３路線構想
　　　　当会　　不当広告につき、毎日広告部へ再度申し入れ
　　　　9.19　　東洋経済　　カジノ法案と沖縄
　　　　9.21　　読売　　ギャンブル依存多い日本
　　　　9.22　　ゲンダイ　　ウソで塗り固めたカジノ狂騒局
　　　　　　　　CSテレ朝　　カジノ　是か非か
　　　　9.26　　当会　　会報第２８号発行
　　　　9.29　　ﾌｫｰﾄｻｲﾄ　　カジノ解禁で問われる財務省、金融省の監視能力
　　　　　　　　沖縄ﾀｲﾑｽ　　社説：カジノ解禁・知事選で「賛否語れ」
当会　　大阪市に対し、舞洲カジノと第3回ＩＲ準備会議、3路線構想について情報公開請求（情報提供10月）
　　　　10.3　　京都弁護士会　　カジノ反対声明（全国弁護士会で11例目）
　　　　10.4　　沖縄　　カジノシンポ　　カジノは沖縄に何をもたらすのか？
　　　　　　　　大阪弁護士会　　ＩＲカジノ成立阻止シンポ（100人）
　　　　10.5　　北海道　　異聞風聞「カジノで未来はばら色？」
　　　　10.6　　北海道　　留寿都村　カジノ誘致構想
　　　　10.7　　朝日　　世論調査：ＩＲ賛成30％、反対59％
　　　　　　　　カジノ連　　日本人利用は別の法律でと修正案
　　　　10.8　　産経　　ＩＲに歌舞伎を　下村文科相
　　　　　　　　産経　　安倍総理、ＩＲ議連最高顧問辞任表明、参院予算委
　　　　　　　　日弁連　　国会内でＩＲ法反対集会（110人）
　　　　10.9　　沖縄ﾀｲﾑｽ　　4日のカジノシンポの紹介
　　　　　　　　ウェッジ　　カジノ依存大国・日本　カジノ合法化は事業対策を（滝口直子）
　　　　10.10　　産経　　公明参院井上幹事長カジノ慎重論
　　　　　　　　 カジノ連　　外国人限定につき不平等と再修正決定
　　　　10.11　　日経　　カジノ法案迷走　日本人利用めぐり各党綱引き
　　　　　　　　 朝日　　カジノ論議未成熟　国交相慎重姿勢
　　　　　　　　 朝日　　記者有論：カジノ百害古今の失敗に学べ
　　　　10.12　　ブログ　　カジノ法案は誰に利用されているのか
　　　　10.13　　ＪＣＣ　　小樽、泊まってくれない観光地とＩＲ
　　　　　　　　 毎日　　社説：カジノ解禁ありきに反対する
　　　　10.14　　愛媛　　台風とカジノ　法案迷走中
　　　　10.15　　朝日　　兵庫県知事「カジノ大反対」
　　　　　　　　 サンケイ　　橋下これに反論
　　　　　　　　 日経　　春秋：「日本人立ち入り禁止」について
　　　　10.16　　赤旗　　内閣委で佐々木議員カジノ追及
　　　　　　　　 ＴＢＳ　　15日、法案取り下げを　カジノ反対連絡協
　　　　　　　　 まど　　689年、すごろく禁止令
　　　　　　　　 朝日　　深層　カジノ特集（上）
　　　　10.17　　毎日　　カジノ解禁　是か非か
　　　　　　　　 同　　　余録：アダムスミス、ギャンブル心理を「自分の能力へのうぬぼれと未来へのばかげた夢想」と紹介
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「花ちるや　競馬場より　肩車」　（清野幸男）
毎日俳壇の小川軽舟特選の句。「評」に、ギャンブル好きは困ったものだが、子煩悩な父親らしい肩車の一語で親子の情を描いたとある。たしかに川柳でもギャンブルはあまり取り上げられない。世の中をえぐる川柳世界でも、賭博は欲得づくの世界で人も心の裏も露見しているということで、かつて選題から除かれた。だから俳句での特選はもっと珍しい。
　桜花賞というレースもあるが、花見に子どもを連れて行くようなところでない。子に馬を見せようというのだろうが動物園でなく、幼児には賭博のスリルも判るまい。賭け客の人混みに連れて行かれて、帰りに肩車をしても親子の情がどれだけあるのかと思ってしまう。
　実は、住之江競艇場に見学に行ったときのこと、次の“川柳”にしたい風景を見た。
ゴミ散るや競艇場の乳母車　／　煙舞う競艇場に幼児連れ
　投票券や煙・ホコリが舞うところに乳幼児を連れて行くのでは川柳にはなっても俳句にはならないのであろう。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　賭博ものしりシリーズ・６　　
○　競馬　○
　　馬を競走させることは歴史的に古く、日本でも「」「駒競 (こまくらべ)」「走馬 (はしりうま)」などともいい、続日本紀に文武天皇の大宝元（701）年5月に「走馬を出さしめ天皇臨観せらぬ」とある。
　　関西では明治41（1908）年に兵庫県鳴尾村（現神戸市）に競馬場が新設された。馬券は4000枚、金額にして45万5000円の売高、最高大穴は636円だった。

大暗賭博百人一首（３）
今回も小倉百人一首の替え歌です。（41～60番）
41．パチプロのわが名はもはやばれにけり　人しれずこそ稼ぎ上げしか ＜未見稼身＞
　　恋すてふわが名はまだき立ちにけり　人知れずこそ思ひそめしか   （壬生忠見）
42．契りきなギャノマンに行きこの病　家族の共に治さんとせば　　   ＜清身元気＞
　　契りきなかたみに袖をしぼりつつ　末の松山浪越さじとは　　　   （清原元輔）
43．マカオにて大負けするまでまだ勝つと　昔は破綻思はざりけり　　 ＜大王会長＞
　　逢ひ見ての後の心にくらぶれば　昔は物を思はざりけり　　　　   （権中納言敦忠）
44．賭け事を絶やす仕業はなかなかに　人をも身をも恨みざらまし　   ＜諫言浅薄＞
　　逢ふことの絶えてしなくはなかなかに　人をも身をも恨みざらまし （中納言朝忠）
45．あわれとは言ってくれない依存症　我自らの努力あるのみ　 　    ＜嫌賭行＞
　　あはれとも言ふべき人は思ほえで　身のいたずらになりぬべきかな （謙徳公）
46．競艇場わたる選手は羽根磨き　勝利を狙え賞金の道　　　　　　   ＜競艇選手＞
　　由良の門を渡る舟人かぢを絶え　ゆくへも知らぬ恋の道かな　　   （曾禰好忠）
47．たくさんの公営賭博パチスロに　富くじトトにカジノ来にけり　   ＜穢行奉仕＞
　　八重むぐら茂れる宿のさびしきに　人こそ見えね秋は来にけり　   （恵慶法師）
48．ﾄﾄｾﾌﾞﾝ　ｷｬﾘｰｵｰﾊﾞｰおのれのみ　億円当たれと思う根性　　　　    ＜皆元時化行＞
　　風をいたみ岩うつ波のおのれのみ　砕けて物を思ふころかな　　   （源重之）
49．宮城県観光誘致のカジノ案　今は消えつつ復興第一　　　　　　   ＜大津波能臣＞
　　みかきもり衛士の焼く火の夜は燃えて　昼は消えつつ物をこそ思へ （大中臣能宣朝臣）
50．君がする勝つと思える賭け事は　長く続けば負ける仕組みに　　   ＜不審はヨシタカ＞
　　君がため惜しからざりし命さへ　長くもがなと思ひけるかな　　   （藤原義孝）
51．ギャンブルにあればうれしい効く薬　さしも知らじな家族の悩み   ＜博奕効薬無＞
　　かくとだにえやは伊吹のさしも草　さしも知らじなもゆる思ひを   （藤原実方朝臣）
52．買いたれど当たらぬものとは知りながら　なお恨めしき抽せん発表 ＜宝くじ･トト＞
　　あけぬれば暮るるものとは知りながら　猶恨めしき朝ぼらけかな   （藤原道信朝臣）
53．嘆きつつ大負けした夜の日は明けて　いかに久しき嗜癖かと知る   ＜嗜癖症満母＞
　　嘆きつつひとり寝る夜の明くるまは　いかに久しきものとかは知る （右大将道綱母）
54．忘られぬ賭博をやめる難ければ　今日を親子の縁切りしたい　　   ＜博奕三昧母＞
　　忘れじのゆく末まではかたければ　けふを限りの命ともがな　　   （儀同三司母）
55．断のうわさたえて久しくなりぬれど　名こそ流れてなお聞えけれ   ＜断賭博禁道＞
　　滝の音はたえて久しくなりぬれど　名こそ流れてなほ聞えけれ  　 （大納言公任）
56．あきらめぬこの世最後の大博打　今もう一度思う病に　　　　　   ＜いつも死期夫＞
　　あらざらむこの世のほかの思ひ出に　いまひとたびの逢ふこともがな（和泉式部）
57．ＩＲ成功するかわからぬに　利権ないかと弱い県かな　　　　　   ＜無茶先敷布＞
　　めぐりあひて見しやそれともわかぬまに　雲かくれにし夜半の月かな（紫式部）
58．有馬ではファンが選んだ馬走る　さあ投票を忘れずしよう　　     ＜有馬記念＞
　　ありま山ゐなの笹原風吹けば　いでそよ人を忘れやはする　　　   （大弐三位）
59．ためらわずカジノ導入準備する　敗れるまでの夢をみしかな　  　 ＜アカンゾエ＞
　　やすらはで寝なましものをさ夜ふけて　かたぶくまでの月をみしかな（赤染衛門）
60．大っぴらスロットするの近けれど　まだ踏みもせずカジノのバカラ ＜未成年侍＞
　　大江山いく野の道の遠ければ　まだふみも見ず天の橋立　　　　   （小式部内侍）

書籍紹介　今回は古書店で集めた賭博関係図書から。古い発行年のものからいうと宮武外骨の「賭博史」（大正12（1923）年初版）だが既に会報24号で紹介している（なお、宮武氏がその著で弊害についても述べていることは別に紹介する予定）。

１．『賭博要覧』　清水行恕（東京区裁判所検事局検事）　（大正15（1926）年10月）
裁判と検事局が同じ役所だった1926年に発行したもので「検務ノ一助」とすべく長年興味をもっって研究したものをまとめたという。賭博の取り調べや検挙のために賭博を分類し、賭場開帳のやり方から賭博に利用する骨子（サイコロ）、骨牌（カード、札）、籤（くじ）、相場、撞球（玉つき）、その他に電車（番号）、列車当て、人数、碁石（握り）などや自然界の物を利用するものまで、そして詐欺賭博についてを109頁にわたって詳述する。
法的取締り、立件（起訴）上の視点が中心で、漢字カタカナでルビもなく読みづらい。バクチ種類ややり方は詳しい。検事の立件の便のためのもので、宮武氏の賭博史のように読み物として賭けの名付けの由来や四方山話などはない。従って、一般人が読む価値はないし、今ではヤクザの世界でもこのような全ての賭博は残っていないように思える。現代のヤミの違法賭博ではバカラやルーレット利用もされているが、それらには触れていない。サイコロを使う賭博でも、今では別の呼び方となっているものが少なくない（チンチロリンetc）。それに大正の時代からして、野球や相撲などスポーツ賭博や競馬～競艇など公営競技を利用したノミ行為、パチンコなどに関する記述も全くない。籤もカラ、宝引、チーハー、振り出しの4種のみで、カジノや今の日本の宝くじやトトカルチョなどは外国にはあっても当時は紹介できないものだったのだろう。

２．『賭博（日本探偵実話）』　中村義正（探催全集刊行会　昭和12（1937）年12月　408頁）
　　元警視庁警視が詳しい賭博知識の下に広範な記述をしたもの。采（サイコロ）賭博、カルタ賭博も実に詳しい。そして双六から賭けゲーム、麻雀まで詳述する。
　　まず、結論として射倖心利用の賭博の広さを述べ、総論として犯罪の法律論、倫理説、詐欺、自殺について詳しく述べている。この総論には、今日でいうギャンブル依存症を指摘するに等しいものがある。
　　詐欺の大概は賭博と分かちがたい――という。実はギャンブルにはその内に知識、熟練が入っており、それが結果に反映する。いわば「許されている」詐欺というのである。これは賭け将棋などにもいえ、競馬にもあるという。
詐欺や自殺に関する「心理学」では、今日私たちのいう賭博依存症を「てん狂」という名で呼ぶ。そして全ての財産を失い、借金もし、「地獄の餓鬼」になるという。それに至るのは人が得た「機会」、暗黒のフェート（命運）より来ている（36頁）。賭博によって「養成された感動」が「生命を賭する」に至る。自殺に至る「狂気」は第1回の賭博から起こってくる当然の結果というのである。これは今日の依存症の医学と通ずる。
このような見識がその後ほとんど深められず、戦後、公営賭博、パチンコが広げられ、500万人超のギャンブル依存者を生んだ。国、自治体、業者は病を生んだ「過失犯」どころか、「故意犯」といえよう。公営ギャンブルを国会賠償で問う場合、本書は警視総監の序まであり、官推薦の出版物である。

３．『賭　サイコロからトトカルチョまで』倉茂貞助（荒地出版社　昭和34（1959）年11月）
　　著者は、陸士卒業後、戦争中は中共研究、戦後は米軍戦略研究所に所属。1948年競輪を創案し、自転車振興会参与時代の著作。賭けは人生の宿命とし、賭け事を公認せよという。自ら競輪を創案し、収益業者側に立つ者ならではの論。賭けを是とし、賭事小史と賭け事をいろいろ紹介する。
著者は自ら創案した競輪が議員提案理由では「はなはだしき我田引水の論」であるとか、成立したのは「産業と国会再建という大義名分を堂々と掲げて、反対派は国会審議で反対しようにも内容がよく判らなかったので成立した」のだと述べている。
　　かくて競輪が国会を通過し、今「必要悪」「やむを得ない社会悪」として続けられていることを「将来の大きな影」という。しかし、著者は競輪と同旨で公認された競艇、オートレースが地方財政収益を得ていることを強調し、競馬、競輪、競艇、ボートレースは「地方財政の健全化」のためという。しかし、地方財政への必要悪論は問題が多いという。今後は世界的傾向にならって「社会福祉とかスポーツ振興とか国家予算から多額の援助を受けることができない。しかし絶対に必要とすることに賭けごとの収益金を使うべき」という。そして公認賭博が庶民階級の「国民に必要な娯楽」を提供するともいう。
　　競輪誕生後、賭博犯検挙数が減少したという統計を出す。ここには合法化された競輪に流れた賭博もあろうが、その一方で競輪の「ノミ」行為や競輪に伴う新しい犯罪（選手の不正～汚職まで）には触れていない。不都合な真実を避ける立場の人のようだ。
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事務局だより


　○ロト６攻略本の不当広告・販売につき、出版社東邦出版と広告掲載毎日紙に対し是正申し入れ
　　　　～～2014年8月23日毎日紙～～　「『億万長者ボード』を重ねるだけで、ロト６が当たる！当たる！」という大見出しの出版物（坂元裕介著　東邦出版発行　本体１５００円+税）広告を掲載。「ロト６攻略の最強定番！わずか１分で当選数字がわかる！　付録の『億万長者ボード』を重ねるだけで６つの数字が浮かび上がる！『楽しい』『安心』『簡単』『正確』『早い』予想で、高額当選をその手に掴む！」等。
　　宝くじ「ロト６」は、事前に当てることはできません。広告にいうような高額当選数字を「正確」にわかるわけがないのにさも当てることが可能な出版物であるかのように宣伝する時点で全くの「不当表示」。この本を1500円＋税で買わせる点で「詐欺」です。
　　8月26日、当会は東邦出版及び広告を掲載した毎日紙に対し、是正申入書を送付しました。
　　これに対し、9月4日、毎日広告局より「当選予想は確実でないこと明白」とし、これは周知のことだから上記の広告でも詐欺･不当表示にはあたらないと、奇妙な逃げ回答がありました。
　　9月18日、毎日広告局へ再度申し入れ、10月3日には回答がありましたが同じ対応でした。それでも事実上今後は注意するようです。
当会は財政上は専らカンパで成り立っています。
会費・カンパを下記口座までお願いします。
記
りそな銀行　北浜支店　普通０１１５７１９
口座名義：ギャンブル被害をなくす会

